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平成 24 年６月８日 

 

各     位 

 

会 社 名  田 中 商 事 株 式 会 社 

代表者名  代表取締役社長  鳥谷部 毅 

（コード番号 ７６１９ 東証一部） 

問合せ先  取締役管理本部長 春日 国敏 

（TEL ０３－３７６５－５２１１） 

 

（訂正・数値データ訂正） 

「平成 24 年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 

 

平成 24 年５月 10 日に発表いたしました「平成 24 年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」について、一部訂正すべき事

項がありましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお、訂正箇所には下線を付しております。 

また、数値データにも訂正がありましたので、訂正後の数値データも送信いたします。 

 

【訂正箇所１】サマリー情報１ページ 

１．平成 24 年 3月期の連結業績（平成 23 年 4月 1日～平成 24 年 3月 31 日） 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

 

（訂正前） 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金 

同等物期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

24 年 3月期 8 △450 353 630

23 年 3 月期 205 △297 268 719

 

（訂正後） 

 
営業活動による 

キャッシュ・フロー 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

現金及び現金 

同等物期末残高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

24 年 3月期 18 △460 353 630

23 年 3 月期 205 △297 268 719

 



2 

 

【訂正箇所２】添付資料３ページ 

１．経営成績 

(2)財政状態に関する分析 

 

（訂正前） 

（キャッシュ・フローの状況） 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べて 89,250 千円減少

し、630,171 千円となりました。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、売上債権の増加、棚卸資産の増加等があったものの、税金等調整前当期純利益の計上

及び仕入債務の増加等により 8,026 千円（前年同期に得られた資金は 205,162 千円）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、新設営業所等の建物取得等に係る支払い等により 450,294 千円（前年同期に使用した

資金は 297,752 千円）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は、利益配当金の支払い等があったものの、借入金の増加等により、353,017 千円（前年

同期に得られた資金は 268,014 千円）となりました。 

 当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。 

平成 20 年３月期 平成 21 年３月期 平成 22 年３月期 平成 23 年３月期 平成 24 年３月期

自己資本比率（％） 44.6 47.7 48.1 44.9 42.1

時価ベースの株主資本比率 

（％） 
29.1 17.3 17.6 19.0 20.4

キャッシュ・フロー対有利子

負債比率（年） 
4.4 3.7 23.6 27.4 782.4

インタレスト・カバレッジ・

レシオ（倍） 
22.8 27.5 6.7 7.6 0.3

（注） 自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

１．いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

３．キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業キャッシュ・フローを使用しております。 

４． 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。

また、利払いについては、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 
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（訂正後） 

（キャッシュ・フローの状況） 

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べて 89,250 千円減少

し、630,171 千円となりました。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、売上債権の増加、棚卸資産の増加等があったものの、税金等調整前当期純利益の計上

及び仕入債務の増加等により 18,255 千円（前年同期に得られた資金は 205,162 千円）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、新設営業所等の建物取得等に係る支払い等により 460,523 千円（前年同期に使用した

資金は 297,752 千円）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は、利益配当金の支払い等があったものの、借入金の増加等により、353,017 千円（前年

同期に得られた資金は 268,014 千円）となりました。 

 当社グループのキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。 

平成 20 年３月期 平成 21 年３月期 平成 22 年３月期 平成 23 年３月期 平成 24 年３月期

自己資本比率（％） 44.6 47.7 48.1 44.9 42.1

時価ベースの株主資本比率 

（％） 
29.1 17.3 17.6 19.0 20.4

キャッシュ・フロー対有利子 

負債比率（年） 
4.4 3.7 23.6 27.4 344.0

インタレスト・カバレッジ・ 

レシオ（倍） 
22.8 27.5 6.7 7.6 0.6

（注） 自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

１．いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。 

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

３．キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業キャッシュ・フローを使用しております。 

４． 有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。

また、利払いについては、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 
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【訂正箇所３】添付資料 14 ページ 

４．連結財務諸表 (4)連結キャッシュ・フロー計算書 

 

（訂正前） 

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

  （単位：千円）

 

前連結会計年度 

(自 平成 22 年４月１日 

  至 平成 23 年３月 31 日) 

当連結会計年度 

(自 平成 23 年４月１日 

  至 平成 24 年３月 31 日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 438,425 450,354

減価償却費 233,538 243,268

貸倒引当金の増減額（△は減少） △31,107 22,667

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,538 △874

退職給付引当金の増減額（△は減少） 155,698 131,759

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,900 △214,200

受取利息及び受取配当金 △805 △841

支払利息 26,776 29,875

固定資産除売却損益（△は益） △1,451 △3,009

売上債権の増減額（△は増加） △1,104,993 △511,133

たな卸資産の増減額（△は増加） 61,441 △389,214

差入保証金の増減額（△は増加） 948 △798

その他の資産の増減額（△は増加） 22,686 10,834

仕入債務の増減額（△は減少） 539,705 498,176

その他の負債の増減額（△は減少） 117,004 36,408

未払消費税等の増減額（△は減少） 49,928 △26,636

小計 525,235 276,636

利息及び配当金の受取額 805 841

利息の支払額 △27,001 △29,745

法人税等の支払額 △293,878 △239,707

営業活動によるキャッシュ・フロー 205,162 8,026

投資活動によるキャッシュ・フロー 

有形及び無形固定資産の取得による支出 △301,203 △454,820

有形及び無形固定資産の売却による収入 3,171 5,467

貸付けによる支出 △438 △575

貸付金の回収による収入 1,025 877

その他の支出 △2,065 △2,705

その他の収入 1,757 1,462

投資活動によるキャッシュ・フロー △297,752 △450,294

（省略） 
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（訂正後） 

（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

  （単位：千円）

 

前連結会計年度 

(自 平成 22 年４月１日 

  至 平成 23 年３月 31 日) 

当連結会計年度 

(自 平成 23 年４月１日 

  至 平成 24 年３月 31 日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 438,425 450,354

減価償却費 233,538 243,268

災害損失 － 10,753

役員退職功労加算金 － 64,380

貸倒引当金の増減額（△は減少） △31,107 22,667

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,538 △874

退職給付引当金の増減額（△は減少） 155,698 131,759

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12,900 △214,200

受取利息及び受取配当金 △805 △841

支払利息 26,776 29,875

固定資産除売却損益（△は益） △1,451 △3,013

売上債権の増減額（△は増加） △1,104,993 △511,133

たな卸資産の増減額（△は増加） 61,441 △389,214

差入保証金の増減額（△は増加） 948 △798

その他の資産の増減額（△は増加） 22,686 10,834

仕入債務の増減額（△は減少） 539,705 498,176

その他の負債の増減額（△は減少） 117,004 45,177

未払消費税等の増減額（△は減少） 49,928 △26,636

小計 525,235 360,534

利息及び配当金の受取額 805 841

利息の支払額 △27,001 △29,745

災害損失の支払額 － △10,753

役員退職功労加算金の支払額 － △64,380

法人税等の支払額 △293,878 △238,242

営業活動によるキャッシュ・フロー 205,162 18,255

投資活動によるキャッシュ・フロー 

有形及び無形固定資産の取得による支出 △301,203 △465,054

有形及び無形固定資産の売却による収入 3,171 5,471

貸付けによる支出 △438 △575

貸付金の回収による収入 1,025 877

その他の支出 △2,065 △2,705

その他の収入 1,757 1,462

投資活動によるキャッシュ・フロー △297,752 △460,523

（省略） 

 

以 上 


